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	応用
	抗原情報
	背景
	マクロオートファジーは、真核細胞における細胞質成分の一般的なターンオーバーの主要な誘導経路であり、栄養飢餓時の活性細胞質酵素および細胞小器官の分解にも関与しています。マクロオートファジーでは、分解対象となる細胞質成分を膜結合構造で囲む二重膜結合型オートファゴソームの形成が関与しています。このオートファゴソームはその後、リソソーム（または液胞）と融合し、単膜結合型オートファジー小体を放出します。このオートファジー小体はその後、リソソーム（または液胞）内で分解されます。MAP1AおよびMAP1Bは、微小管と細胞骨格成分との物理的相互作用を媒介する微小管関連タンパク質です。これらのタンパク質は、オートファゴソーム液胞（オートファゴソーム）の形成に関与しています。MAP1AおよびMAP1Bはそれぞれ、重鎖サブユニットと複数の軽鎖サブユニットで構成されています。 MAP1LC3aは軽鎖サブユニットの一つであり、MAP1AまたはMAP1Bのいずれかと会合することができます。前駆体分子はAPG4B/ATG4Bによって切断され、細胞質型LC3-Iを形成します。これはAPG7L/ATG7によって活性化され、ATG3に転移され、リン脂質と共役して膜結合型LC3-IIを形成します。
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	LC3A/B 抗体を使用したラット大脳皮質、ラット脳、および HeLa 溶解物中の LC3A/B のウエスタンブロット分析。

